
ン
タ
ー
の
見
直
し
を
図
り
、
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
す
る

こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
戸
田
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
者
等
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

「
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
」
か
ら
「
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」
へ

の
名
称
変
更
、「
犯
罪
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
及
び
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
」
の
新
規

設
置
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

資
源
物
の
不
法
持
ち
去
り
を

防
止
す
る
た
め
、
罰
則
規
定
を

盛
り
込
む
も
の
で
す
。

◎
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

食
糧
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

米
穀
販
売
業
者
の
市
へ
の
登
録

制
度
が
廃
止
さ
れ
、
国
へ
の
届

け
出
制
度
に
改
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
当
該
手
数
料
の
規
定

を
削
る
改
正
で
す
。

◎
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等

福
祉
共
済
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

運
用
利
率
の
低
下
に
よ
る
、

２
月
臨
時
議
会
は
、
去
る
２

月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日

間
の
予
定
で
開
か
れ
ま
し
た
が
、

埼
玉
県
議
会
の
海
外
行
政
視
察

に
関
す
る
決
議
案
や
財
産
の
交

換
に
つ
い
て
の
結
論
が
出
ず
、

会
期
を
１
日
延
長
し
、
７
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
正
副
議
長
選
挙
で

は
、
議
長
に
永
沼
逸
郎
氏
（
公

明
党
８
期
）、
副
議
長
に
本
橋
健

造
氏
（
平
成
会
２
期
）
を
選
ぶ

と
と
も
に
、
議
会
運
営
委
員
会

及
び
各
常
任
委
員
会
等
の
委
員

を
選
出
し
ま
し
た
。（
詳
細
は
５

頁
を
参
照
）。

ま
た
、
市
長
提
出
議
案
３
件

の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
「
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
を
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。
主
な
条
例
、
補
正
予

算
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
に
関
し
、

広
く
意
見
を
聴
取
し
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
審
議
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
う
新
規

制
定
で
す
。

◎
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

男
女
共
同
参
画
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
勤
労
女
性
セ

正
す
る
条
例
」
と
、「
埼
玉
県
議

会
の
海
外
行
政
視
察
に
お
け
る

逸
脱
行
為
の
真
相
究
明
と
関
係

議
員
の
出
処
進
退
の
決
断
を
求

め
る
決
議
」（
要
旨
参
照
）
の

２
件
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◎
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
伴
う

改
正
で
す
。

◎
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

◎
平
成
１５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

◎
戸
田
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

常
任
委
員
会
の
名
称
及
び
所

管
の
変
更
に
伴
う
改
正
で
す
。

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

永沼逸郎 議長

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
選
任
を
賜
り
、
議
長
の
要
職
に

就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
期
最
後
の
一
年
間
、
皆
様
方
に
よ
り
よ
い
議
会
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
円
滑
な
運
営
に
努
め
、
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
。
市
長
を
初
め
執
行
部
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本橋健造 副議長

今
回
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
副
議
長
の
要
職
に

就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
こ
の
上
も
な
い
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
浅
学
非
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
永
沼
議
長
を
補
佐
し
、

市
政
発
展
の
た
め
に
、
議
員
の
皆
様
、
執
行
部
の
皆
様
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
職
務
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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議
会
は
、
３
月
23
日
の
本
会

議
に
お
い
て
、
平
成
16
年
度
一

般
会
計
予
算
を
初
め
、
12
の
特

別
会
計
予
算
や
水
道
事
業
会
計

予
算
を
全
会
一
致
で
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
で
は
、
都
市

公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
賛
成
多
数
で
、
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
条
例
な

ど
12
の
条
例
等
と
、
平
成
15
年

度
一
般
会
計
な
ど
13
の
補
正
予

算
や
財
産
の
交
換
な
ど
は
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
議
員
提
出
議
案
で

●

65
歳
ま
で
働
け
る
雇
用
環
境

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

●

警
察
の
不
正
支
出
疑
惑
問
題

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

●

保
育
料
収
納
の
規
制
緩
和
を

求
め
る
意
見
書

の
３
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
（
内
容
は
４
頁
参
照
）。

な
お
、
提
出
者
か
ら
差
し
替

え
訂
正
の
申
し
出
が
あ
っ
た
「
用

地
交
換
に
伴
う
戸
田
競
艇
場
駐

車
場
対
策
を
求
め
る
陳
情
」
は
、

趣
旨
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

予
算
総
額
は
、
４
０
１
億
４

０
０
０
万
円
で
、
対
前
年
度
比

９
・
２
％
の
増
で
す
が
、
平
成

７
・
８
年
度
発
行
し
た
減
税
補

て
ん
債
の
借
換
分
を
除
く
と
、

実
質
５
・
６
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
２
２
２
億

６
３
７
万
７
０
０
０
円
で
、
対

前
年
度
比
１
・
１
％
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
水
道
事
業
会
計
】

水
道
事
業
会
計
の
予
算
に
つ
い

て
は
、

●

収
益
的
収
入

24
億
２
２
８
３
万
９
０
０
０
円

●

収
益
的
支
出

23
億
４
０
８
５
万
２
０
０
０
円

●

資
本
的
収
入

４
億
８
０
３
３
万
９
０
０
０
円

●

資
本
的
支
出

12
億
８
９
７
３
万
４
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
4
0
1
億
円

特
別
会
計
2
2
2
億
円
を
可
決

9
・
2
％
増

3月定例会

平成
16年度
予 算
決まる

可 決 �可 決 �

▲3月定例会の議案を慎重審議（左上は永沼議長）

財産の交換で戸田公園駅西口の
JR住宅跡地を取得など

監
査
委
員
・
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に
罰
則

◎
監
査
委
員

（
新
任
）

笹
目
７
丁
目
10
番
地
の
７

◎
公
平
委
員
会
委
員

西
袋
義
親
氏
（
再
任
）

美
女
木
２
丁
目
26
番
地
の
１

◎
教
育
委
員
会
委
員

仙
波
憲
一
氏
（
再
任
）

川
岸
１
丁
目
６
番
10
号

退
職
一
時
金
及
び
退
職
年
金
支

給
額
の
引
き
下
げ
に
伴
う
改
正

で
す
。

◎
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
内
駐
車
場
の
混
雑
緩
和
と
園

内
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う

た
め
、
駐
車
場
の
有
料
化
を
図

る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

冷
暖
房
設
備
設
置
に
伴
い
、

冷
暖
房
に
係
る
経
費
を
利
用
者

に
負
担
い
た
だ
く
た
め
の
改
正

で
す
。

◎
介
護
老
人
保
健
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
定
員
を
25
人
か
ら
30
人

に
増
や
す
こ
と
に
伴
う
改
正
で

す
。

◎
財
産
の
交
換
に
つ
い
て

戸
田
公
園
駅
西
口
に
位
置
す

る
Ｊ
Ｒ
住
宅
跡
地
を
、
戸
田
公

園
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ

の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、

及
び
民
間
に
売
却
さ
れ
た
場
合

の
開
発
等
に
よ
る
周
辺
環
境
へ

の
影
響
を
考
慮
し
土
地
交
換
に

よ
り
取
得
す
る
も
の
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

●

第
２
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

建
設
費
補
助
金
の
新
規
計
上
。

●

駅
前
保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
施

設
等
設
置
促
進
事
業
補
助
金

の
新
規
計
上
等
。

【
特
別
会
計
補
正
予
算
】

●

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
等

10
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
。

可
決
さ
れ
た
提
出
議
案

決　議　文

牧
野
正
夫
氏

埼玉県議会の海外行政視察における
逸脱行為の真相究明と関係議員の出
処進退の決断を求める決議

このたびの埼玉県議会「産業・防災アジア
行政視察団」一行の海外行政視察における、
６人の県議会議員の逸脱した行動は、戸田市
民を初め多くの県民に大きな衝撃と不信感を
与えており、まことに遺憾である。
本市議会は、埼玉県議会が県民の信頼を取
り戻すために、自らの責任において事件の徹
底した真相究明を行い、埼玉県議会議員政治
倫理規程に基づき、厳正な対処をされること
を求める。また、６人の議員は、自らの地位
と責務を自覚し、辞職を含む出処進退を明ら
かにするよう強く求めるものである。

（要　旨）

▲JR住宅跡地を駅周辺まちづくり事業へ


